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多様化する原因を考えてみたい．
2 題目　樽宗一朗（東京農業大学院生）「琉球列島産オノヒゲアリヅカムシ属（コウチュウ目：ハネカクシ

科）の種多様性」要旨：オノヒゲアリヅカムシ属はハネカクシ科アリヅカムシ亜科に属し，日本から 34 種
が知られている．そのうち琉球列島からの記録は西表島における 1 種のみであるが，同島以外からも本属の
分布が確認されている．本講演では，各島に分布する本属の種について，オスの触角と交尾器の形態を観察
した結果を紹介する．

3．一人一話
以上お問い合わせ先（東京例会担当）：〒 305–0005　つくば市天久保 4–1–1 国立科学博物館動物研究部　

野村周平（E-mail: nomura@kahaku.go.jp）

日本甲虫学会第10回（2019年度）大会（予定）のお知らせ

令和元年の記念すべき本会の大会を下記の日程で福岡市にて開催します．参加申し込み等の詳細につきま
しては本誌次号で紹介します．ふるってご参加ください．

【大会日程】
　2019 年 11 月 30 日（土），12 月１日（日）
＊日本昆虫分類学会，日本鱗翅学会九州支部，九州・沖縄昆虫研究会
　（旧日本昆虫学会九州支部）との合同大会として開催

【会場】
　九州大学伊都キャンパス・イーストゾーン（大会，公開シンポジウム，懇親会とも）
　https://www.kyushu-u.ac.jp/ja/campus/ito/

【スケジュール概要】
　11 月 30 日（土）
　　　　午前　評議員会，各種委員会
　　　　午後　総会，公開シンポジウム，一般公演 （口頭①／ポスター発表①），懇親会
　12 月１日（日）
　　　　午前　同定会，一般公演（ポスター発表②）
　　　　午後　一般公演（口頭発表②），小集会

【公開シンポジウムテーマ】
　「環境保全に果たす昆虫学の役割（仮題）」
 ＊アマチュア，研究者，アセス業界，行政など様々なステークホルダーからの話題提供を予定

【大会事務】
　大会会長　荒谷邦雄（九州大学大学院比較社会文化研究院）
　事務局長　細谷忠嗣（九州大学持続可能な社会のための決断科学センター）

【問い合わせ先】
　細谷忠嗣　E-mail: tadatsugu.hosoya.848@m.kyushu-u.ac.jp

（文責：荒谷邦雄）


